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Anna and Simeon

5第 号

創立50周年記念号
こ
の
私
に
「
向
こ
う
岸
に
渡
ろ
う
」
と

語
り
か
け
て
く
だ
さ
る
方     

1
9
7
5
年
7
月 
榎
本
保
郎

編集後記
本誌は今年で5年の歩みを重ね、私どもアシュラムセンターも創立

50周年を迎えました。創立者榎本保郎牧師が『向こう岸に渡ろう』と

いう主イエスの言葉に突き動かされ、ここ近江八幡の地に拠点を定

めたことを憶え、表紙には対岸を望む琵琶湖を配しました。さらに

ヴォーリズ氏来日120年の節目にあたり、ヴォーリズ記念館館長

藪秀実氏との貴重な対談も実現。先人の志と歩みを胸に、私たちは

次の50年を見据え、この建物と共に新たな歴史を刻んでまいります。

皆様に感謝のご報告ができることを幸いに思います。
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紙面の都合上、内容を省略して掲載しています。対談のすべてを動画でご覧いただけます。
https://www.ashramcenter.jp/newsletter/anna-and-simeon/

榎本 恵
Megumi Enomoto

宗教法人アシュラムセンター 主幹牧師

創立者の志を受け継ぎ、日本各地や海外で
クリスチャン・アシュラム運動を広めている。

藪 秀実
Hidemi Yabu

公益財団法人近江兄弟社 常務理事

ヴォーリズ記念館館長として、
建築と信仰の歴史を伝える活動を行う。

藪
館
長　

ア
シ
ュ
ラ
ム
セ
ン
タ
ー
さ
ん
の
施

設
は
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
が
用
い
ら
れ
て
い
る

例
が
非
常
に
多
い
ん
で
す
。
旧
佐
藤
久
勝
邸

（
シ
メ
オ
ン
黙
想
の
家
）
な
ど
、
フ
ァ
ン
の
憧

れ
の
建
物
で
す
よ
。

榎
本
牧
師　

池
田
町
洋
館
街
の
ダ
ブ
ル
ハ
ウ

ス
（
旧
近
江
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
社
員
住
宅
）
に

は
、
私
ど
も
が
住
ま
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

榎
本
牧
師　

土
田
町
（
シ
メ
オ
ン
黙
想
の
家

が
あ
る
町
）
に
賀
川
豊
彦
先
生
の
農
民
福
音

学
校
が
あ
っ
た
と
い
う
記
述
を
見
つ
け
ま
し

た
。
あ
の
あ
た
り
に
は
近
江
兄
弟
社
の
関
係

の
方
が
多
く
お
住
ま
い
で
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
先

生
も
農
村
の
人
た
ち
に
福
音
を
伝
え
て
い
こ

う
と
い
う
思
い
を
持
っ
て
お
ら
れ
た
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
ま
す
。
私
た
ち
の
活
動
と
も

重
な
っ
て
く
る
部
分
が
あ
り
ま
す
ね
。

藪
館
長　

ま
さ
に
そ
う
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
さ
ん
と
い
う
中
に

優
し
さ
や
誠
実
さ
を
感
じ
る
人
が
多
い
。
根

本
に
は
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
が
に
じ
み
出
て
い

て
、
聖
霊
は
今
も
そ
う
し
た
形
で
働
い
て
い

る
ん
だ
な
と
思
い
ま
す
。

榎
本
牧
師　

ア
シ
ュ
ラ
ム
運
動
は
ス
タ
ン

レ
ー
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
先
生
が
始
め
た
の
で
す

が
、
古
い
「
湖
畔
の
声
」
に
、
な
ん
と
ジ
ョ
ー

ン
ズ
先
生
が
こ
の
近
江
兄
弟
社
に
来
て
講
演

さ
れ
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
ん
で
す
。
私
た

ち
の
50
年
だ
け
で
な
く
、
も
っ
と
前
か
ら
つ

な
が
っ
て
い
る
も
の
が
あ
っ
た
と
感
じ
ま

し
た
。

藪
館
長　

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
さ
ん
は
1
8
8
0
年

生
ま
れ
、
ジ
ョ
ー
ン
ズ
さ
ん
は
1
8
8
4
年
。

ほ
ぼ
同
じ
時
代
に
活
躍
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ジ
ョ
ー
ン
ズ
先
生
が
来
ら
れ
た
時
の
写
真
も

残
っ
て
い
ま
す
。
地
元
の
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築

事
務
所
が
設
計
し
た
建
物
で
今
ア
シ
ュ
ラ
ム

運
動
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
の
も
不
思
議

な
ご
縁
で
す
ね
。

藪
館
長　

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
さ
ん
の
言
葉
に
「
建

物
の
風
格
は
人
間
の
人
格
と
同
じ
く
、
そ
の

外
見
よ
り
も
む
し
ろ
内
容
に
あ
る
」
と
い
う

の
が
あ
り
ま
す
。
最
初
は
〝
ス
ペ
ッ
ク
が
え
え

ん
や
〞
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
も
っ
と
深
い

意
味
が
あ
る
ん
で
す
。

建
物
を
建
て
る
と
き
は
、
施
主
や
信
徒
の
思

い
が
あ
っ
て
初
め
て
成
り
立
ち
ま
す
。
そ
こ
に

80
年
、
1
0
0
年
の
歴

史
が
積
み
重
な
っ
て

〝
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
〞
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。

つ
ま
り
、
建
物
を
支
え

て
き
た
人
た
ち
、
そ
し

て
神
様
こ
そ
が
そ
の
中

身
を
形
づ
く
っ
て
い
る

ん
で
す
。

榎
本
牧
師　

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
先
生
と
い
う
と
、

禁
欲
的
、
堅
苦
し
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持

た
れ
る
方
も
い
ま
す
。
で
も
実
際
は
違
う
よ

う
に
思
い
ま
す
。

藪
館
長　

そ
の
通
り
で
す
。『
吾
が
家
の
設

計
』『
吾
が
家
の
設
備
』
に
は
、
こ
ん
な
音
楽

を
聴
い
た
ら
い
い
、
8
時
間
寝
な
さ
い
、
日
曜

日
は
教
会
へ
行
き
な
さ
い
と
い
っ
た
生
活
の

知
恵
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
設
計
だ
け
で
な

く
、
豊
か
な
人
生
そ
の
も
の
を
考
え
て
い
た
。

豊
か
に
生
き
る
こ
と
が
神
の
栄
光
を
現
す
こ

と
に
つ
な
が
る
と
い
う
発
想
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

榎
本
牧
師　

全
て
が
預
か
り
も
の
と
い
う
考

え
方
で
す
よ
ね
。
財
産
や
建
物
だ
け
で
な
く
、

自
分
自
身
の
肉
体
も
神
様
か
ら
預
か
っ
て
い

る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
を
大
切
に
す
る
こ
と

が
隣
人
を
愛
す
る
と
い
う
精
神
に
つ
な
が
る
。

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
を
守
り
、
受
け
継
ぐ
人
た

ち
も
同
じ
思
い
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

藪
館
長　

ま
っ
た
く
、
そ
の
通
り
で
す
ね
。

榎
本
牧
師　

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
さ
ん
は
、
神
の
国

が
こ
の
地
上
に
来
た
り
ま
す
よ
う
に
と
本
気

で
祈
り
、
実
践
さ
れ
た
方
で
す
。
こ
の
近
江

八
幡
に
病
院
や
学
校
、
事
業
、
信
仰
共
同
体

を
次
々
と
生
み
出
し
て
い
っ
た
。
そ
の
志
に
感

動
し
て
関
東
か
ら
移
住
し
た
方
々
も
い
た
と

聞
い
て
い
ま
す
。

藪
館
長　

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
さ
ん
は
サ
イ
ン
の
後

に
丸
ち
ょ
ん
を
付
け
て
、

“
O
m
ihachim

an 
is the center of the w

orld.”

―
「
近

江
八
幡
が
世
界
の
中
心
」
と
い
う
印
を
残
し

ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
地
理
的
な
意
味
で
は
な

く
、
神
が
共
に
い
る
こ
の
場
所
が
自
分
に
と
っ

て
の
世
界
の
中
心
と
い
う
信
仰
な
ん
で
す
。

さ
ら
に
帰
化
の
際
に
は
、
ミ
ド
ル
ネ
ー
ム
の

「
メ
レ
ル
」
を
「
米
来
留
」
と
書
き
、
三
角
形
に

‶G

・N

・S”

―G
od

（
神
）・N

eig
h
bor

（
隣
人
）・Self

（
自
分
）
―
を
刻
み
ま
し
た
。

「
ま
ず
神
、
次
に
隣
人
、
最
後
に
自
分
」。
そ
れ

が
彼
の
信
仰
告
白
で
す
。

榎
本
牧
師　

日
本
を
愛
し
て
く
れ
た
ア
メ
リ

カ
人
が
、
自
分
を
一
番
小
さ
く
し
て
神
様
を

大
き
く
し
、
そ
の
間
に
隣
人
を
置
く
、
そ
の

姿
勢
は
、
今
の
時
代
に
も
通
じ
る
と
思
い
ま

す
。「
あ
な
た
の
立
つ
場
所
が
あ
な
た
に
と
っ

て
の
世
界
の
中
心
だ
」
と
い
う
言
葉
に
励
ま

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
そ
の
思
い
を
持
っ

て
歩
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

藪
館
長　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

信
仰
が
宿
る
建
築

倫
理
で
は
な
く
、
豊
か
さ
へ

ア
シ
ュ
ラ
ム
の
源
流

土
田
町
で
重
な
る
志

受
託
者
と
し
て
生
き
る

実
践
と
し
て
の
「
神
の
国
」

サ
イ
ン
に
刻
ま
れ
た
信
仰
告
白

い
ま
、
こ
こ
が
「
世
界
の
中
心
」

アシュラムセンター
主幹牧師

ヴォーリズ記念館
館長

榎本 恵 藪 秀実
対談

 

ア
シ
ュ
ラ
ム
セ
ン
タ
ー
50
年
、ヴ
ォ
ー
リ
ズ
来
日
1
2
0
年
。
榎
本
恵
牧
師
は
創
設
の
原
点
を
語
る
。

「
近
江
兄
弟
社
さ
ん
の
社
長
さ
ん
の
家
が
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
に
売
り
に
出
て
い
ま
し
て
、

そ
こ
を
父（
榎
本
保
郎
牧
師
）た
ち
が
買
っ
て
ア
シ
ュ
ラ
ム
セ
ン
タ
ー
が
始
ま
っ
た
ん
で
す
。
」

節
目
の
対
話

50
年
と
120
年

2025年8月27日

ヴォーリズ記念館にて

「
外
見
よ
り
も
内
容
」

　
　

言
葉
の
深
み

ウィリアム・メレル・ヴォーリズと満喜子夫人

ヴォーリズ直筆のサイン

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
精
神
と
歩
む

 
年
と
 
年
が
重
な
る
場
所
で

120

50



静
寂
の
中
で
持
つ
、
神
と
の
対
話

花見の季節にぜひお越しください。

祈
る
ひ
と
び
と
の
コ
イ
ノ
ニ
ア

写
真
で
見
る

黙

想

の

家

シ

メ

オ

ン

額のように景色を切り取る窓。今も残る泰山タイル。これを見にくる方も。

真夜中に降り積もる雪と燈。

春の陽気の中で辿るラビリンス。



私
た
ち
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
。

私
た
ち
は
何
者
か
。

私
た
ち
は
ど
こ
へ
行
く
の
か
。

ポ
ー
ル
・
ゴ
ー
ギ
ャ
ン

ア
シ
ュ
ラ
ム
セ
ン
タ
ー
50
周
年
を
迎
え
て

の言葉は、フランスの画家ポール・ゴーギャンがタヒ

チで描いた大作の題名です。

その絵には、幼子、若者、働く人々、そして死を迎える

老人まで、人の一生が象徴的に描かれています。

孤独と絶望のただ中で、ゴーギャンは人間存在の根源を問い直

し、作品にその問いを託しました。

この問いは、私たちアシュラムセンターの50年の歩みとも静か

に響き合います。

今から50年前の1975年9月、アシュラムセンター創設者、榎本

保郎牧師は主イエスの「向こう岸に渡ろう」（マルコ4：35）とい

うみ言葉を神の招きとして受け、まさに向こう岸を渡るように、瀬

戸内海の向こう、四国今治から近江八幡の地に移り住みました。

祈りと御言葉に聴従する運動が、そこで始まったのです。

安住の岸辺にとどまることなく、未知の岸へと漕ぎ出す――

そこには、信仰による決断がありました。

残念ながら、保郎牧師はわずか2年足らずで天へと帰り、指導者

を失ったアシュラムの友たちは途方に暮れました。しかし、その

先達たちもまた、神のみ言葉に耳を傾け、歩みを止めることなく、

今日までつないできたのです。

そして今、半世紀の歩みを経て、アシュラム運動は日本各地に広

がり、台湾やブラジルにもその輪を広げています。

今年、50年の節目にあたり、私たちは新たに自らに問いかけます。

「私たちはどこに向かうのか」と。

その問いの中で、私は主イエスの訣別の言葉に耳を澄ませます。

「わたしは平和を、あなたたちに平和を残し、わたしの平和を

与える。

わたしはこれを世が与えるように与えるのではない。

心を騒がせるな。おびえるな。」（ヨハネ14：27）

世界では今、愛が冷え切ったように「自国ファースト」が叫ばれ、

「私のものは私のもの」とする独善的な声が強まっています。

しかし聖書は、まったく異なるビジョンを私たちに示します。

「50年目の年を聖別し、全住民に開放の宣言をする」（レビ記25：10）

ヨベルの年を告げるのです。

この年には、土地が元の所有者に返され、奴隷は解放されます。

なぜなら、すべては人の所有ではなく、神のものであるからです。

分断と暴力、自国中心主義の波に揺れる世界。

人々は「全ては自分たちのもの」と叫び、他を排除しようとします。

力による均衡こそが平和であると声高に主張します。

しかし、聖書が告げるヨベルの年――

「すべては神のものである」という真理に立つとき、初めて、世が

与えるのではない、主の平和が開かれるのです。

50周年を迎えた今、私たちはこのヨベルの年の精神に立ち返

ります。

私たちはどこから来たのか。

私たちは何者か。

そして、私たちはどこへ行くのか。

今一度、み言葉に耳を傾け、祈り、従う者として、「この世のすべ

ては神のもの」という神の平和を証ししながら、次の向こう岸へと

漕ぎ出すのです。

さあ、ヨベルの年――

角笛を吹き鳴らし、

新たな一歩を踏み出しましょう。

アシュラムセンター 主幹牧師

榎本 恵

こ



階
建
て
の
洋
風
建
築
で
、
赤
い
瓦
屋

根
と
白
い
煙
突
が
特
徴
的
な
外
観
を

持
ち
、
瀟
洒
な
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
い
る
。

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
自
身
が
設
計
し
、
1
9
3
1
年

（
昭
和
6
年
）
に
完
成
。ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
生
涯
と

功
績
を
伝
え
る
重
要
な
文
化
財
と
し
て
、
滋

賀
県
指
定
有
形
文
化
財
に
も
登
録
さ
れ
い
る
。

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
、
1
9
0
5
年
（
明
治
38
年
）

に
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
道
と
英
語
教
師
と
し
て

来
日
し
、
近
江
八
幡
に
赴
任
。
布
教
活
動
の
た

め
に
建
築
事
務
所
を
設
立
し
、
生
涯
で
約

1,
6
0
0
件
も
の
建
築
物
を
設
計
。
西
洋
の

デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ
つ
つ
、
日
本
の
風
土
や

生
活
様
式
に
合
わ
せ
た
独
創
的
な
ス
タ
イ
ル

が
特
徴
。ヴ
ォ
ー
リ
ズ
記
念
館
も
、
彼
の
そ
う

し
た
建
築
思
想
が
反
映
さ
れ
た
建
物
で
あ
り
、

随
所
に
繊
細
な
配
慮
が
見
ら
れ
る
。

記
念
館
で
は
、ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
生
涯
や
、
近
江

兄
弟
社
の
創
設
、
病
院
や
学
校
の
建
設
と
い
っ

た
社
会
事
業
に
関
す
る
資
料
、
ま
た
夫
妻
の

愛
用
品
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
生
活
空
間

の
雰
囲
気
を
そ
の
ま
ま
残
し
た
室
内
は
、

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
夫
妻
の
人
柄
を
伝
え
る
貴
重
な

空
間
と
な
っ
て
い
る
。
建
物
は
当
初
、
幼
稚
園

の
教
員
寮
と
し
て
計
画
さ
れ
た
が
、
建
築
中
に

夫
妻
の
自
宅
と
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
と
い
う

エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
る
そ
う
だ
。

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
が
近
江
八
幡
に
築
い
た
建
築
物

群
の
中
で
も
、
彼
の
人
生
の
集
大
成
と
も
い
え

る
こ
の
記
念
館
は
、
彼
の
精
神
と
功
績
を
今
に

伝
え
る
貴
重
な
場
所
と
し
て
多
く
の
人
々
に

親
し
ま
れ
て
い
る
。
建
物
の
保
存
活
動
も
行
わ

れ
、
次
世
代
へ
と
そ
の
歴
史
を
語
り
継
ぐ
努
力

が
続
け
ら
れ
る
。

慈
恩
寺
町
の
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
記
念
館
か
ら
徒
歩

で
20
分
、土
田
町
に
あ
る
ア
シ
ュ
ラ
ム
セ
ン
タ
ー

の
修
養
施
設
「
シ
メ
オ
ン
黙
想
の
家
」（
旧
佐

藤
久
勝
邸
）
は
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
弟
子
で
あ
る
佐

藤
久
勝
の
家
と
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
だ
。
両

施
設
は
近
江
八
幡
に
お
け
る
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建

築
の
系
譜
を
物
語
っ
て
い
る
。

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
が
近
江
八
幡
で
展
開
し
た
キ
リ

ス
ト
教
伝
道
と
社
会
活
動
の
精
神
が
、
弟
子

の
佐
藤
久
勝
や
、
ア
シ
ュ
ラ
ム
運
動
を
日
本
に

広
め
た
榎
本
保
郎
牧
師
と
い
っ
た
後
世
の

人
々
へ
と
受
け
継
が
れ
、
今
に
伝
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

ヴォーリズ記念館
《滋賀県指定文化財》
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Vo l . 5

た
び
ん
ち
�
牧

師
�
東
へ
西
へ

ア
シ
ュ
ラ
ム
セ
ン
タ
ー
と

ゆ
か
り
の
あ
る
場
所
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

二

祈りつゝ前進、
受け継がれる信仰

公益財団法人近江兄弟社（ヴォーリズ記念館）
〒523-0841  近江八幡市慈恩寺町元11  TEL.0748-32-2456
●入館時間／10：00～16：00（要電話予約）
●休館日／月曜日、祝日、その他不定休 ※12/1～翌年1/15まで展示入替のため休館
●入館料／500円（高校生以下は無料）
●アクセス／近江八幡駅から近江鉄道バス鍛冶屋町下車、徒歩で約3分



　忙しい毎日の中で、たとえわずかな時間でも、

自分と静かに向き合うひとときを持てるなら、何と

幸いなことであろう。朝のひととき――それがたと

え十五分であっても――日常が変わることがある。

何ものにも囚われず、静かな思いで過ごす習慣が

身につくなら、それこそ最上の恵みである。

　キリスト教の流れの一つに、このような志向性

をもつ「アシュラム」という運動がある。アシュラ

ムでは、朝ごとに、生ける主イエス・キリストを通

して御父の愛を受け取る。神が聖書を通して今、

自分に何を語っておられるのかを聴き取ろうとす

る人 は々、この「み声のひととき」に深い喜びを見

いだす。そして、み言葉に日ごと養われ、福音に生

かされる生活へと導かれていくのである。

　しかし、まさにそのような恵まれた時にこそ、人

は問われる。「自分は本当に何を信じているのか」

と。信仰に向き合う静かな試みは、いつも新しい出

発点となる。

　1975年、滋賀県近江八幡に設立されたアシュ

ラムセンター（宗教法人）は、五十年の歩みを経

て、今やキリスト教超教派の祈りの場として、その

存在意義をいっそう深めている。祈りとみ言葉に

聴く超教派の黙想運動は、現代社会にあってます

ます必要とされる信仰の姿勢である。

　なぜなら、信仰がしばしば「習慣」と化し、形式

の中で生きるだけのキリスト者の世界に陥る危険

京都大学大学院人間・環境学研究科 教授

河崎 靖

第1回となるこどものアシュラムが１泊２日で開催されまし

た。２歳から小学2年生までのこども達が遊びや歌、工作を通

して感性を育み、また神さまの愛に触れました。有志の方々の

ご奉仕にも感謝。

　私たちは、シメオン黙想の家、アンナ祈りの家、
これらを拠点として誰もが集える共同体を形成
し、ヴォーリズ建築の保存活用を進めていきます。
そのためには、建物の維持管理、購入費の返済、ま
た今後の活動に多くの費用を必要とします。上述
の共同体構想に共鳴し、積極的にご協力、ご支援、
ご奉仕いただける方を会員という形で募集します。
　金銭的なご支援だけでなく、建物や敷地の清掃

などのご奉仕、アシュラム集会へのご参加をいた
だけると幸いです。
　ご協力いただいた方には、毎年本誌をお送り
し、近況報告やヴォーリズ建築などについてお伝
えしていきます。また現在は、シメオン黙想はア
シュラム集会等の利用に限定していますが、今後
見学や宿泊を可能にしていき、ヴォーリズ建築の
魅力を伝えていきたいと思っています。

支 援 の お 願 い

●こどもアシュラム

活
動
レ
ポ
ー
ト

榎本空氏の著書「音盤の来歴」を、レコードの音に耳を澄ま

せながら味わい、著者本人から秘話や込められた思いを伺

い、それぞれの音盤の来歴を語らいました。

● 読書会

京都伏見『みんなのカフェちいろば』

の大山シェフ監修の元、クリスマスと

春のランチ会が持たれました。シメオ

ン黙想の家の見学と合わせて豪華な

コース料理を堪能しました。

●ランチ会

今年は多彩な国籍の方々がお越しくださいました。ブラジル

からの伝道旅行、台湾から桜の季節のアシュラムに、そして

人道支援の最中ポーランドからの訪れ。ここが平和の交わる

場所となることを願います。

● 遠国からの来訪者

月に一回の見学会は毎回大盛況。「かわいい」や「住みたい」

という声を多くいただき感謝いたします。参加者の好奇心あ

ふれる熱心な眼差しに触れ、この建物を守り継ぐ意思を新た

にしました。

●ヴォーリズ建築見学会

オンライン献金ができるようになりました。QRコードを読み取ってください。

があるからである。そのような状況への懐疑と問

いかけこそ、常に教会の中に息づくべき改革の精

神であろう。宗教改革のルター以来、プロテスタ

ントの歴史は、つねに信仰の刷新を求める霊のう

ねりによって動かされてきた。

　十七世紀のドイツに、第二のルターとも呼ばれ

た神学者がいた。敬虔主義（ピエティズム）の父、

フィリップ・ヤーコプ・シュペナー（1635-1705）

である。彼が唱えた信仰覚醒の運動は、ルター派

教会に新しい息吹を与え、個人の信仰生活の内的

深化を促した。

　この敬虔主義の流れは、単なる一時的改革では

なく、十八世紀以降も脈 と々受け継がれ、やがて

アメリカや世界各地における信仰改新の潮流と

なっていく。理性よりも「心の信仰（heart 

religion）」を重んじるこの運動は、神のみ言葉

に聴き従うという点で、まさにアシュラムの精神と

深く響き合うものである。

　アシュラム運動とは、何世紀もの歴史を超え

て、世界の諸教会の中に流れ続ける「信仰の改新

の息吹」である。この運動がいかにして形成され、

いかにして今日、私たちの祈りと生活に新しい光

を投げかけているかを証しするものである。

信仰刷新の息吹   アシュラム運動の霊的系譜


